














“Life”for Vulnerable Groups in Transplant Medicine 
















I consider the question “what is life?” to be the essence of religion or religious 
studies. In this paper, rather than locating questions of life and death in a system of 
religious studies, I would like to review the questions “What is life?” and “What is 
death?” through a thematic focus on ethical issues in organ transplantation for children 
(pediatric, brain-death organ transplants), an area which has recently become more and 
more confused. I consider the question of “medical care involving sacrifice,” and 
search for "compassionate medical care" through a discussion of the 2009 revisions to 
Japan’s Organ Transplant Law, which I think robs brain-dead children (vulnerable 
groups) of the “right to dignified life.” 
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この法改正をめぐって 2009 年 4 月末日に、国会では以下の４つの改正案
が審議された。①A 案は、脳死を人の死としたうえで年齢制限をなくし、本
人の意思不明な場合でも家族の承諾で臓器提供を可能にする、②B 案は、提
供できる年齢を現行法（97 年法）の 15 歳以上から 12 歳以上に下げる、③
移植医療における弱者の「いのち」：冲永隆子 
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だったといえる［香川 2009：232‐233］。当初、この D 案が有力だという
報道も流れたが、6 月 18 日に衆議院を通過したのは、従来からあった A 案
だった。7 月 7 日に参議院の厚生労働委員会の参考人質疑の場で、森岡正博
氏（衆議院提出 B 案の原案となったいわゆる「森岡・杉本案」(4)の提唱者
の一人）が、法的に一律脳死を人の死とし、「長期脳死」の子どもを死者と




























い、終始訴え続けてきた［中外日報社、2009 年 10 月 27 日］(5)。 
例えば、1946 年（昭和 21 年）6 月 2 日に結成された「財団法人日本宗教
連盟（Japanese Association of Religions Organization:JAORO）略称「日宗連」」
（教派神道連合会、全日本仏教界、日本キリスト教連合会、神社本庁、新
日本宗教団体連合会の 5 団体で組織される）は、臓器移植法改正をめぐる
問題に対しても、2005 年から 2011 年（平成 17 年から 23 年）まで 6 回にわ
たってシンポジウム（「宗教と生命倫理」）を開催し、活発な議論を行っ







院あわせてもわずか 16 時間程度の審議で、改正臓器移植法「改正 A 案」を、














大本、日本キリスト教協議会（主要 10 教団）等の代表者らは、A 案が参議
院において 7 月 13 日に可決・採択される直前に、第 15 回「臓器移植法改



























４．	 以上 3 点を踏まえ、わが国の脳死・臓器移植が直面している諸問題を
解決していくために、「第 2 次脳死臨調」を早急に設置し、集中的な
検討を始めるべきである。 
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2010 年 9 月に厚生労働省がまとめた「子ども虐待による死亡事例」報告
の中の「6 次報告」によると、2008 年 4 月から 2009 年の相談件数は年間 4
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万件を超え、その加害者の 85％が実の両親だという。心中以外の虐待によ




















































年 4 月 12 日に関東甲信越地方の病院で「交通事故」による頭部外傷の治療













































































































































年、小学校入学式直前の 3 月、ご子息の剛亮くん（享年 6 歳）を交通事故
による脳死を経て亡くされ苦悩の末にドナー家族となった一人である。杉
本氏は、当時の切実な親の心境を、『着たかもしれない制服』や「剛亮生
きてや―脳死を見つめた 78 時間」（1987 年 3 月放送 NHK 特集）、『子ど
もの脳死・移植』の中でこう語っている。 




































































	 6. おわりに 
本稿では、平成 23 年 11 月 26 日（土）に開催された「宗教と社会貢献」










































（2001 年 2 月 14 日発表）では、脳死状態からの臓器摘出に関して、以下の A
案あるいは B 案のいずれかを候補案として採用するよう提言された。A 案：15
歳以上の者に関しては現行法と同様にし、15 歳未満 12 歳以上の場合は、「本
人の意思表示」および「親権者による事前の承諾」がドナーカード等によって
確認されている場合に可能とすること、12 歳未満 6 歳以上の場合は、上記の条
件に加えて、子どもが虐待を受けた形跡がないこと等を病院内倫理委員会（あ
るいは裁判所）が審理するという条件を追加。6 歳未満の場合は「法的脳死判









理」シンポジウムが、第 1 回：平成 17 年 2 月 22 日（コーディネータ(以下 CN)
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井上順孝）、第 2 回：平成 17 年 11 月 30 日（CN 島薗進）、第 3 回：平成 20
年 12 月 3 日（CN 島薗進）に行われた。第 4 回は「尊厳死法制化」、第 5 回は
「代理出産の問題点」がテーマ。 
(7) 「臓器移植法改正問題に対する意見書」（平成 18 年 11 月 16 日）、「臓器移植
と生命倫理に関する調査研究の専門機関設置に関する要望書」（平成 19 年 3 月
29 日）、「臓器移植と生命倫理に関する調査研究の専門機関設置に関する要望
書」（衆議院厚生労働委員会	 臓器の移植に関する法律の一部を改正する法律
案審査小委員会	 提出資料）（平成 20 年 6 月 3 日）、「臓器移植法改正問題に
対する意見書」（平成 21 年 4 月 17 日）、「臓器移植法改正問題に対する重ね
ての意見」（平成 21 年 6 月 1 日）、「臓器移植法改正案の参議院審議に対する
意見書」（平成 21 年 7 月 1 日）、「改正臓器移植法に対する懸念と今後の姿勢」
（平成 21 年 10 月 13 日）。出典：上記ホームページより。 
(8) YOMIURI ONLINE「十宗教教団、臓器移植法改正で A 案に反対」2009 年 7 月 8
日号、朝日新聞「日本宗教連盟、臓器移植法改正に反発	 現行法を支持」2009
年 7 月 8 日号、高佐宣長「現宗研だより	 教団付置研究所談話会と脳死臓器移
植法（その一）」『日蓮宗	 現代宗教研究所』宗報	 平成 21 年 8 月号	 第 257
号	 改訂第 89 号。 
(9) クリスチャン新聞「『いのちの尊厳』慎重審議を――日本宗教連盟が臓器移植
法改正で 2 次臨調に意見書」2009 年 7 月 19 日号。 












(14) 2011 年 7 月 18 日「市民の集い―改訂臓器移植法施行から一年をふりかえる―
少年自殺者からの臓器摘出は許されるのか？」（主催：臓器移植法を問い直す
ネットワーク）の配布資料。 
(15) 冲永 2012：105-106．冲永 2011：3「第 11 回	 犠牲を伴う移植医療―救われる
いのち、棄てられるいのち」宗教情報センター「コラム」（2011 年 11 月 18 日
掲載 http://www.circam.jp/page.jsp?id=2027） 
(16) 週刊文春	 2011 年 4 月 28 日号 
http://www.bunshun.co.jp/mag/shukanbunshun/adv/img/110428.jpg 




















頁）、植田育也（静岡県立こども病院	 小児集中治療センター）「小児 ICU と
脳死下臓器提供」（53 頁）『日本生命倫理学会第 22 回年次大会（2010 年 11 月
20―21 日、藤田保健衛生大学医学部）	 プログラム・予稿集』（2010 年 11 月






 「『ご家族の尊いご判断に敬意』厚労省のコメント」産経新聞 2011 年 4 月 11
日（http://sankei.jp.msn.com/life/news/110412/bdy11041212440005-n1.htm） 
 「初の子供脳死移植『理解と共感広がって』家族は歓迎」産経新聞 2011 年 4 月
14 日）（http://www.iza.ne.jp/news/newsarticle/natnews/medical/502550/） 
 「【生命倫理サロン】第 5 回	 子どもの移植？～15 歳未満脳死臓器提供第一例
から考える」東京財団、2011 年 5 月 17 日
（http://www.tkfd.or.jp/research/project/news.php?id=729） 
(22) 本書は絶版であるが、『子どもの脳死・移植』に一部再録されている。 
(23) 2009 年 6 月 12 月読売新聞「子どもの臓器移植(2)性急な提供	 悔い残る」 
(24) 第 2 回宗教と生命倫理シンポジウム「いま、臓器移植法改正問題を考える」 
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